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                      学校名  県立松波中学校        

子どもの健康づくり連携事業＜専門医の派遣＞実践例 

〔専門医による講話〕 

１ テーマ  高校生も知っておきたい、病気（がん）とともに歩む社会のこと 

２ 対 象  全校生、職員、地域住民 

３ 専門医  神谷 浩平 医師 

  (一般社団法人MYwells地域ケア工房) 

４ 実施月  ９月 

５ 内 容（キーワード） 

   がんという病気と治療 

   緩和ケア 

   人生会議 

 

①健康課題の解決について 

（○）有効だった 

（ ）有効でなかった 

 

＜その理由＞ 

＊健康的な生活習慣がいかに

大切かを改めて認識した生

徒が多かった。自他の健康

といのちの大切さについて

学びが深まったことが生徒

の感想からうかがえた。 

 

 

 

②校内の組織づくりについて  

（○）有効だった 

（ ）有効でなかった 

 

＜その理由＞ 

＊事前のアンケートを行い、配

慮の必要な生徒を把握する

とともに、アンケート結果を

全職員で共有し、共通理解

を図りながら実施した。講話

実施にむけた準備を職員間

で協力して行った。 

 

 

③校外の関係機関等との連携に

ついて（派遣専門医を含む） 

（○）有効だった 

（ ）有効でなかった 

＜その理由＞ 

＊緩和医療専門医とのつなが

りができ、いつでも相談に応

じると言っていただいたこと

は大変心強い。がんについ

て相談できる近隣の医療機

関や薬局についてご紹介い

ただいた。 

評価（あてはまるものに○をつけ、理由を記入） 
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〔教科やその他の指導との関連性〕 

○科目保健によるがん教育をはじめ、各教科に

おけるがん教育と外部講師による講演を組み

合わせることで、がんに対する理解と考えが

より深まったといえる 

〔受講者の感想など〕 

○緩和ケアについて正しい知識を持つことができ

た。周りにがんとともに過ごしている人がいた

ら、緩和ケアを勧めたい。 

〇がんは人生の通過点であり、人生の終わりでは

ないことを覚えておきたい。 


